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上田市真田地区有線放送電話



≪真田地区有線放送電話≫

昭和30年代前半、広くて標高差のある真田町では、放送と電話を兼ね備えた有線放送施

設の設置が久しく望まれていました。

昭和 35 年 2 月から関係者による先進地の視察が始まり、昭和 36 年秋に着工の運びと

なり、翌37年4月に有線放送施設が完成しました。

真田町役場前に新築された中央放送室に 550W の放送機と 4 座席の交換機を据え、ま

た、中央放送室から16㎞へだてた菅平支室に50Wの放送機と1座席の交換機を置き、更

に、長・傍陽・本原の各農協にそれぞれ放送室を設けました。

町内ニュースや農事メモをはじめとする自主番組や地区放送、火事や急病人発生等の緊

急時には夜半でも直ちに連絡が取れるなど、町民の日常生活になくてはならない施設とな

りました。

真田町農事放送農業協同組合により開始された有線放送電話事業は、昭和 43 年 4 月に

真田町に移管され、平成 18 年 3 月の市町村合併後は上田市真田地区有線放送電話として

事業を継続してきました。

設備や機器等については、昭和45年に自動ダイヤル式有線放送電話に、平成2年には現

在の有線放送電話設備（デジタル交換機、単独回線）へと更新がされてきました。

しかし、現在では、機器等の老朽化に加え、世代交代や後継者の不在による脱退、また、パ

ソコンや携帯電話、スマートフォンの普及など情報化社会の著しい進展に伴い、加入者の減

少が進み、事業の継続が困難となったことから、令和4年度末で約61年の有線放送電話事

業の歴史に幕を閉じることとなりました。

［経過］

S36.12 真田町農事放送農業協同組合創立総会

真田町一円で有線放送電話業務を行うことを議決

S37.5 有線放送電話業務開始

加入戸数2,562戸、加入率95％（岩崎通信機KK）

建設費 29,782千円（開設までの総工費30,651千円）

設備 共電式 本部と菅平支室を設置

職員数 理事会11名、監事3名、企画委員会16名

事務局：中央放送室（本部）13名（事務4名、アナウンサー9名）

菅平支室 3名（アナウンサー3名）

S37.11 町内一周駅伝大会の実況放送を初めて行い、加入者の反響を呼ぶ

S39.9 長野県有線放送番組コンクールに「ある開拓農家の子供たち」を出品、優秀賞獲得

S40.1 全国有線放送アナウンスコンクールに当アナウンサー（県コンクールで最優秀賞）が出場

し、放送技能賞獲得

S42.2 菅平支局を本部に統合

放送交換業務の円滑化と人件費削減を図る

S42.12 真田町農事放送農業協同組合から申し出のあった有線放送施設の町営移管受入を町議

会で議決

S43.2 真田町農事放送農業協同組合臨時総会を開催

3月31日をもって組合を解散し、有線放送電話事業を町へ譲渡することを決定

S43.4 施設を真田町に移管、業務開始

S44.4 自動式有線放送電話設置工事を東芝商事KKと契約 81,500千円

S44.7 本部建物増改築工事を宮島組と契約 3,900千円

S45.3 自動ダイヤル式有線放送電話に更新（多数共同方式）、放送通話開始

なつかしい「○番さん」という呼び出し時代が終わる

S45.8 公社（日本電信電話公社、現在の日本電信電話㈱(NTT)）電話との接続業務を開始

接続局24局 1日平均接続回数489回

S45.12 長野県有線放送番組コンクールで優秀賞を受賞した番組「農協の時間」が全国有線放送

番組コンクールで優秀賞獲得



S47.8 8/14 公社接続回数最高を記録 1日で1,491回

昭和47年、48年は公社接続の最盛期であったが、その後公社電話の普及により接

続回数は年々減少する

S52.4 深夜の公社接続廃止 1日276回

S53.11 自動放送と地区放送（ページング放送）装置を設置（9,540千円）、運用開始

自動放送は、約3日間留守でも放送可能

地区放送は、各自治会、役場、学校、保育園、農協など51ヶ所から放送可能

S54.7 有線放送本来の目的である放送の強化に合わせ、番組表「今月のゆうほう」を刊行

S56.3 公社接続業務を廃止

3月の1日平均接続回数が18回と激減

H2.7 有線放送電話設備（デジタル交換機、単独回線）更新、供用開始

有線放送電話設備

施工 岩崎通信工事㈱北信越営業所 契約額399,640千円

分局建物

施工 岩通エンジニアリング㈱北信越営業所 契約額11,989千円

H12.4 ㈱長野県協同電算ＪＡＮＩＳによる有線回線を使ったＡＤＳＬインターネット接続サービス

を開始

H15.4 有線放送管理装置及び自動放送装置の更新（放送番組編集のデジタル化）

H18.3 上田市・丸子町・武石村との市町村合併により、上田市真田地区有線放送電話として事

業を継続

H21.12 真田地区有線放送電話審議会において有線放送電話の今後のあり方について審議

答申「現行設備を維持し、存続されたい」

H27.3 真田地区有線放送電話審議会において有線放送電話の今後のあり方について審議

答申「引き続き現行設備を維持し、存続されたい」

H28.3

～5

加入者アンケート実施（対象：個人加入者2,024件、回答：1,210件 59.8％）

・放送機能を更新して、放送機能は残す：50.5％

・現在の電話・放送機能を使えるまで使う：48.7％

H30

～H31

真田地区有線放送電話審議会において有線放送電話の今後のあり方について審議

（6回開催）

R2.3 真田地区有線放送電話審議会答申

「利用者への十分な周知を行い理解を得て、事業廃止すべきと判断される」

R2.8 真田地域全自治会を対象に事業廃止について意見聴取

・賛成（通話機能廃止・放送代替整備含む）79% 反対21％

・廃止の懸念事項：自治会内情報伝達手段喪失45％ 防災・緊急情報周知41%

R2.10 真田地域協議会から事業廃止について「概ね了承する」との意見書が提出される

R3.1 真田地域の地区別自治会連合会総会で事業廃止について説明

市政経営会議において、令和4年度末をもって廃止とする市の方針を決定

R3.3 上田市議会全員協議会において、真田有線放送電話事業の廃止について報告

R4.2 ㈱長野県協同電算ＪＡＮＩＳの真田有線ＡＤＳＬインターネット接続サービス終了

R5.3 上田市真田有線放送電話事業終了

［業務量の推移（年度末時点）］

事項 S61
H2
(設備更新)

H11 H21 H30 R1 R2 R3
R4
(最終)

加入件数 2,871 2,815 2,846 2,585 2,029 1,951 1,869 1,754 1,682

（増減） - -56 31 -261 -556 -78 -82 -115 -72

加入率（%） 99.7 92.8 79.5 66.8 49.9 48.2 46.3 43.5 41.2

（増減） - -6.9 -13.3 -12.7 -16.9 -1.6 -1.9 -2.8 -2.3

世帯数 2,879 3,033 3,582 3,867 4,070 4,044 4,037 4,032 4,082

お知らせ放送件数 1,618 1,471 951 920 815 897 740 722 703

ﾍﾟｰｼﾞﾝｸﾞ放送件数 723 675 701 690 667 649 350 294 295

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ加入件数 - - - 640 197 150 123 - -



昭和38年 「真田町勢要覧」から

昭和57年 「上小有報20年のあゆみ」から



令和4年12月 真田地区有線放送電話 本局

本 局

真田地域自治センター

放送室

機械室

録音･編集室



【公民館報、広報から】

公民館報さなだ 昭和37年

6月号

公民館報さなだ 昭和43年3月号

公民館報さなだ 昭和43年5月号



公民館報さなだ 昭和44年4月号



公民館報さなだ

昭和45年2月号



広報さなだまち 昭和53年11月号

広報さなだまち ‘90（平成2）年8月号



広報さなだまち 昭和60年5月号（広報への「ゆうほう」掲載始まる）


